
【数学】 ＜中学校 第２学年＞

１ 結果のポイント

○「数と式」については、文字式の同類項をまとめたり、分配法則を用いたりする計算技能をみる

問題の正答率がほぼ８０％であり、連立方程式を解いたり、立式する技能をみる問題の正答率は

８０％を上回っている。

●文字式の乗除が混じった場合の計算技能をみる問題や、整数の性質を見いだし、文字を使って説

明する力をみる問題の正答率は７０％を下回っている。また文字式の表す意味をよみとる力をみ

る問題の正答率は５０％を下回っている。

○「図形」については、多くの問題の正答率が７０％以上である。特に平行線の性質を使って角度

を求める力をみる問題の正答率は８５％を上回っている。

●三角形の合同条件の理解をみる問題の正答率は６０％程度である。

○「数量関係」については、一次関数の変化の割合が一定であることを理解し、グラフに表す力を

みる問題や、具体的事象においてグラフの表す意味を考える力をみる問題の正答率が８５％以上

である。

●一次関数の式の求め方を考える力をみる問題の正答率は６０％を下回っている。また、一次関数

や二元一次方程式の特徴の理解をみる問題の正答率は５０％を下回っている。

２ 結果の分析

（１）文字式の意味をよみとる力をみる問題の例

３＜問題＞

右の図は、縦がａ㎝、横がｂ㎝、高さがｃ㎝の

直方体です。このとき、２ａｂ＋２ｂｃ＋２ｃａは、

どんな数量を表しているか答えなさい。

＜結果＞ 正答率 ４６．７％（正答…省略）

＜分析＞

文字式の計算の同類項をまとめたり、分配法則を用いたりする計算技能、連立方程式を解く計

算技能をみる問題については、昨年度と同様、高い正答率であり、習熟を図る指導が継続的にさ

れてきた成果が表れている。一方、立体についての文字式で表された数量をよみとる問題 の正３

答率は５０％を下回っている。同様な出題意図の昨年度第１学年 （３）の正答率５２．１％の３

、 。結果と比較しても 文字式の意味をよみとる力を身に付けさせる指導の改善は十分とはいえない

文章や図で表された数量を式で表したり、式で表された数量の意味を具体的な事象に即してよみ

とったりする学習を位置付けるなど、式の意味理解を深める指導が必要である。

（２）根拠を明確にして図形の性質を説明する力をみる問題の例

７＜問題＞

ひろしさんは、下の星形の図形について 「先端にできる５つの角の和が １８０°である」ことを図形の性質、

を使って説明しました。

【 ①、②、③で使われている図形の性質を問う問題】 Ａ
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１つの三角形、たとえば△ＡＦＧに５つの角を集めると、
△ＢＣＦで、∠ ＋∠ ＝∠ＡＦＧ ・・・①ｂ ｃ
△ＤＥＧで、∠ ＋∠ ＝∠ＡＧＦ ・・・②ｄ ｅ

また、△ＡＦＧで、∠ ＋∠ＡＦＧ＋∠ＡＧＦ＝１８０°・・・③ａ
よって、①～③より ∠ ＋∠ ＋∠ ＋∠ ＋∠ ＝１８０°ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
したがって、星形の５つの角の和は１８０°である。



＜結果＞ 正答率 ①正答率 ７１．３％ ②正答率 ６９．８％ ③正答率 ８５．９％７

（正答…省略）

＜分析＞

新たな図形の性質を、根拠となる性質を使って説明する推論の力をみる問題である。昨年度の

類似問題と出題の形式は変わっているが、全ての項目で昨年度の正答率を上回っている。根拠と

なる一つ一つの図形の性質とその意味を確実に理解する指導や、それらを使って筋道立てて考察

していく指導が継続的に行われた成果と考えられる。

数学的な推論の力を一層伸ばすために、実験、実測により発見した図形の性質の一般性を保証

するために筋道立てて説明していく楽しさを味わわせながら、帰納、類推、演繹といった推論の

よさを感得させる指導の充実を図ることが大切である。

（３）表やグラフから一次関数の式の求め方を考える力をみる問題の例

＜問題＞ （３）９

次の表は、ある１次関数のχとｙの関係を表したものです。このとき、次の各問いに答えなさい

（３）この１次関数の式を求めな χ ・・・－２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ・・・

さい。また、求め方も書きなさ

い。 ｙ ・・・ － １ ３ ５ ９ ・・・ア イ1

＜結果＞ （３）正答率 ５７．３％（正答…省略）９

＜分析＞

昨年度課題となった、傾きと切片など一次関数の式を求めるために必要な特徴を表やグラフか

ら見付け、それを使って式を求める問題である。正答率は昨年度と変わらず６０％を下回ってい

る。表やグラフで表された関係を式に表す力については大きな課題であり、改善は十分とはいえ

ない。

今後は、一次関数を式に表すには、変化の割合と切片を求めればよいことを理解させるととも

に、表やグラフから、それらをよみとる指導を一層大切にする必要がある。

（４）具体的事象においてグラフの表す意味をよみとる力をみる問題の例

11＜問題＞

、 。 、 、まさおさんは 公園を出発して駅まで歩きました 下の図は まさおさんが公園を出発してからの時間χ分と

駅までの道のりｙｍの関係をグラフに表したものです。このとき、次の各問いに答えなさい。

（１）まさおさんが駅に着いたのは、公園を出発して

から何分後かを書きなさい。

（２）まさおさんの歩く速さは、分速何ｍかを求めな

さい。

（３）えみこさんは、まさおさんが公園を出発してから

２０分後に駅を出発し、分速１００ｍでまさおさん

が駅まで向かう道と同じ道を、公園に向かいまし

た。えみこさんがまさおさんと出会うのは、まさ

おさんが公園を出発してから何分後かを書きなさ

い。

＜結果＞ （１）正答率 ８５．６％（正答…８０分後）11

（２）正答率 ７０．４％（正答…分速５０ｍ）
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（３）正答率 ５９．０％ （正答…４０分後）

＜分析＞

単元の一次関数の学習を活用して、具体的な事象について表されたグラフから数量の関係をと

らえる力をみる問題である。昨年度の類似問題と比較して、すべての小問において正答率が上回

っている。グラフで表された関係が具体的な生活の場面において、どのような意味をもつのかを

考え、その関数関係を用いて考察したり、それを生かして問題解決していく学習を大切にした指

導の成果が表れてきているといえる。

こういった指導を大切にしながら、一次関数の活用の授業を行うことで、一次関数についての

理解を一層深め、関数を学ぶ有用性を感じさせていくことが必要である。

３ 分析を踏まえた指導の改善

（１）指導計画の工夫改善

・文字式で表現したり、文字式の意味を理解する力を身に付けさせるために、第１学年における文

字や文字式の指導内容を十分に踏まえた上で、計算の習熟を図る授業と文字式の意味理解を深め

る授業を、バランスよく単元指導計画に位置付ける必要がある。また、文字式を活用して考える

授業を積極的に行うなど、文字式を使う意義やよさを実感として味わうことができるような学習

活動を、単元指導計画に位置付けることも必要である。

・表やグラフで表された数量の関係を式に表す力を身に付けさせるために、関数の意味を理解する

、 、 、 。授業や 表 式 グラフを関連付けて考える授業を単元指導計画に位置付けることが必要である

その際、単元を通して、変化の見方や対応の見方を十分に身に付けさせる指導を継続的に位置付

けるとともに、グラフから表、式から表のように、常に表に立ち戻って数量の関係を把握してい

く学習活動を意図的に行っていくことも大切である。

（２）指導方法の工夫改善

・ 数と式」の授業では、文字式の計算技能や連立方程式を解く計算技能を身に付ける指導を今後「

とも大切にする。また、事象の中に数量の関係を見い出し、式に表現し、目的に応じて変形した

り、式が意味することをよみとったりする力を伸ばしていくことも大切である。そのために、数

量の関係を文字式に表す過程や文字式の表す意味を、具体と関連付けながらとらえさせるなどの

指導が必要である。

・ 図形」の授業では、実験、実測などの数学的活動を位置付け、その過程で図形の性質を発見す「

る楽しさを味わわせたり、証明することで一般性が保証されることのよさを感じさせる指導が大

切である。なお、推論については、的確かつ簡潔で分かりやすく表現することが大切である。そ

の際、形式的に表現方法を教えるのではなく、初めは自分の言葉で表現させることから入り、次

に要点をごく簡単な記号で書かせるなど、段階的に指導を行っていく必要がある。

・ 数量関係」の授業では、表、式、グラフを関連付けて、数量の関係を考察していく力を伸ばす「

指導を引き続き行っていく必要がある。例えば、表、式、グラフのそれぞれの理解を深めた授業

の後に、変化の割合が表、式、グラフのどこに表れているかを考える授業を位置付けることが大

切である。また 「一次関数の利用」の指導を充実させ、実生活の事象について考察することを、

通し、表、式、グラフを関連付けていく力を育成する必要がある。

・いずれの領域においても、一人一人の生徒が筋道立てて考え、自分の考えをもって仲間と交流す

る中で、数学的な見方や考え方のよさを実感できるようにしていく必要がある。

（３）学習環境の工夫、学習集団の育成等

・主体的な学びを育てるため、コンピュータ等の活用、数学学習室の活用、既習の学習内容が焦点

化された掲示物の整備等を積極的に行う。

、 、・数学的な見方や考え方によって能率的に処理できるようなった 簡潔に表現できるようになった

というよさを味わえるよう、仲間に自分の考えを話し、お互いに意見が言い合える学習集団を育

成する。


